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【緒言】 

 運動イメージとは、実際の動きを伴わずにあ

る動作を想起するものである。運動イメージは

イメージトレーニングなどのトレーニングとし

て用いられているように、スポーツにおいて重

要な要素である。イメージトレーニングは身体

運動を実践せずに技能を脳内で繰り返しイメー

ジすることで、補助的にトレーニング効果を高

めるためのトレーニングである。その有効性は

様々な先行研究から確認されているが、技能の

習熟度とイメージトレーニングの効果の関係に

は見解の一致が得られておらず、スポーツ現場

では選手やコーチの経験に依存して実施されて

いる部分が大きい。しかし、経験の程度にかか

わらず全ての競技者が一様にイメージトレーニ

ングを行うことは有効であろうか。本研究はこ

の点を明らかにするために、経験の程度によっ

てイメージの難易度が異なると考えられる体操

競技の宙返り動作と体操未経験者でもイメージ

が容易なジャンプ動作を課題とし、体操の経験

者と未経験者にイメージさせた際の運動皮質の

活動を経頭蓋磁気刺激法（TMS）を用いて検証し

た。 

 

【方法】 

被験者は健常な男性20名(19～24歳)であり、

うち宙返り経験者群 10 名、宙返り未経験者群

10名で行った。被験者はリラックスして椅子に

座り、立位姿勢(control)、宙返り動作(salto)、

ジャンプ動作（jump）の3つの映像を観察し、

saltoとjumpは映像と同様のタイミングでイメ

ージした。各課題中に一次運動野にTMSを行い、

大腿直筋から運動誘発電位(MEP)を記録した。ま

た、salto 課題に関しては salto(jump)と

salto(tack)の 2 タイミングでそれぞれ刺激し

た。記録したMEP はcontrol 観察時のMEP振幅

を100％として標準化した。MEP振幅および背景

筋電図量の変動については繰り返しのある二元

配置の分散分析を用い、有意差が得られたもの

に対しては T 検定を行った。また、control で

得られたMEPと各課題で得られたMEPの比較は

Dunnett 法による多重比較を行なった。有意水

準は5％未満とした。 

 

【結果】 

 経験の有無と課題の2要因で二元配置の分散

分析を行い、経験の有無に有意な差が認められ、

経験者のMEPが未経験者と比較して増大した。

各課題で得られたMEPの被験者群間比較では、

jump で有意な差が認められず、salto(jump)と

salto(tack)両刺激タイミングで経験者が未経

験者と比較し有意に増大した。被験者群内の

control と各課題の比較では、経験者群で

control と比較し全課題有意に増大した。未経

験者群では jump、salto(jump)で有意な差が見

られず、salto(tack)で有意に増大した。 

 

【考察】 

 本実験では経験者でなければイメージが難し

い宙返り動作と、宙返り未経験者でもイメージ



が容易なジャンプ動作を被験者にイメージさせ

た。課題別に見るとjumpでは両群間に有意な差

が認められず、salto(jump)、salto(tack)では

経験者に有意な増大が見られた。また control

と各課題を各被験者群内で比較したところ、

salto(jump)で経験者は有意に増大し、未経験者

は有意な差が見られなかった。Fadigaらにより、

ある動作をイメージすると安静時と比較して

MEP が増大することが報告されているが、この

報告は絶対的なものではなくイメージする課題

によって変化すると考えられる。さらに、イメ

ージ中の運動皮質の興奮性は動作経験の有無に

依存し、経験のある動作でより活性が高まるこ

とを示唆する結果となった。 

 


